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●
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
と
大

幅
増
員
、
医
療
・
介
護
施
設
へ

の
支
援
拡
充
を
求
め
る
請
願
願

書
に
つ
い
て

　
委
員
か
ら
、
看
護
、
介
護
職

員
の
方
々
の
給
与
が
非
常
に
低

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
働

総 務 文 教 常 任 委 員 会

市民福祉常任委員会

消防団員の出動報酬創設へ

請願が提出されました
　
本
委
員
会
は
委
員
の
み
の
出

席
の
も
と
３
月
12
日
に
開
催
し

た
。審

査
し
た
議
案
（
１
件
）

審
査
し
た
議
案
（
11
件
）

こんな議論がされました

き
方
改
革
で
改
善
さ
れ
て
い
る

部
分
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

請
願
自
体
否
定
す
る
部
分
は
な

い
が
、
現
場
の
状
況
を
把
握
し

た
い
た
め
継
続
し
て
審
査
し
た

い
と
の
継
続
審
査
を
求
め
る
意

見
が
出
さ
れ
、
挙
手
多
数
に
よ

り
継
続
審
査
に
決
定
。 

Pick
up!

Pick
up!

○�
刑
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例�

○�

附
属
機
関
設
置
条
例
の

一
部
改
正

○�

市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例

及
び
市
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

○�

市
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
も
の
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
及

び
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

○�

市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

○�

市
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

○�

土
地
開
発
基
金
条
例
及

び
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
事
業
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
に
つ

い
て

○�

公
共
施
設
等
整
備
基
金

条
例

　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
３
月
15
日
に
開
催
し
た
。

正
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
非
常

勤
消
防
団
員
の
報
酬
等
の
基
準
に
基
づ
き

決
定
し
て
い
る
が
、
今
後
の
物
価
の
上
昇

等
を
鑑
み
な
が
ら
調
整
し
て
い
き
た
い
と

の
答
弁
あ
り
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙
手
全

員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

●
夢
未
来
奨
学
金
給
付
条
例

　
本
市
に
愛
着
が
あ
り
、
か
つ
、
夢
の
実

現
に
向
け
て
強
い
向
上
心
を
持
つ
者
に
対

し
、
経
済
的
な
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
に
お
い
て
本
市
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
創
設
す
る
た
め

条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
の
説

明
。 

　
審
査
に
当
た
り
専
門
家
の
意
見
を
聞
か

な
い
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
職
員
だ
け

で
は
判
断
が
難

し
い
部
分
に
つ

い
て
は
、
判
定

会
議
前
に
専
門

家
の
意
見
を
聞

け
る
場
面
も
考

え
て
い
る
と
の

答
弁
あ
り
。 

　
討
論
は
な
く
、

採
決
の
結
果
、

挙
手
全
員
に
よ

り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

　
　
○�

消
防
団
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
　
○�

奨
学
金
貸
与
条
例
の

一
部
改
正

　
　
○�

夢
未
来
奨
学
金
給
付

条
例

●
消
防
団
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正 

　
消
防
団
員
の
確
保
を
目
的

に
団
員
の
処
遇
改
善
と
し
て
、

新
た
に
出
動
報
酬
を
創
設
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
の

説
明
。 

　
今
後
さ
ら
な
る
物
価
の
上

昇
が
あ
っ
た
場
合
、
こ
の
出

動
報
酬
で
は
不
足
す
る
こ
と

も
見
込
ま
れ
る
が
、
そ
う
い

う
場
合
は
今
後
柔
軟
な
条
例

改
正
の
考
え
は
あ
る
の
か
と

の
質
疑
に
対
し
、
今
回
の
改

継続審査
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経 済 建 設 常 任 委 員 会
競艇場パーク化へ向け基金を設置

審
査
し
た
議
案
（
６
件
）

こんな議論がされました

Pick
up!

Pick
up!

○�

建
築
基
準
法
関
係
手
数

料
条
例
の
一
部
改
正

○�
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
等
に

関
す
る
法
律
関
係
手
数

料
条
例
の
一
部
改
正

○�

下
水
道
条
例
の
一
部
改

正
○�

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
基
金
条

例
○
市
道
の
路
線
認
定

○
市
道
の
路
線
変
更�

　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
３
月
14
日
に
開
催
し
た
。

●
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
見
直
し

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
が
営

業
所
ご
と
に
専
属
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
規
定
か
ら
、
同

技
術
者
が
県
内
複
数
の
営
業

所
を
兼
任
で
き
る
よ
う
に
緩

和
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の

と
の
説
明
。 

　
質
疑
、
討
論
も
な
く
、
採

決
の
結
果
、
挙
手
全
員
に
よ

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
。 

●
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
基
金

条
例

　
基
金
を
効
果
的
に
活
用
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
既
存

の
２
つ
の
基
金
を
統
合
し
、

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
の
円
滑

な
運
営
及
び
パ
ー
ク
化
事
業

等
に
要
す
る
経
費
の
財
源
と

な
る
新
た
な
基
金
の
設
置
を

行
う
た
め
、
条
例
を
制
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
と
の
説

明
。 

　
質
疑
、
討
論
も
な
く
、
採

決
の
結
果
、
挙
手
全
員
に
よ

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
。 

　令和２年６月に「鶴岡市
議会市民との意見交換会実
施要領」を策定し、令和２
年度から意見交換会を実
施。意見交換会の実施を受
け、市民から聴取した意見
などについて、議会として

の対応方針を協議する場が必要であるとして、「意見交
換会調整会議」を設置し、協議はこの会議体で行って
いる。 課題については、開催日程の調整、当局に伝え
るとした事項が正しく伝わり、どの程度の重みを持っ
て検討しているのか不明であること、単に当局への要
望事項を聴き取りする会になっているのではないか、
議会として調査・検討を行い、その対応を明らかにす
るとした事項について、ほとんど検討がされていない
などである。引き続き、問題となっている課題を検証し、
検討しながら今後も市民との意見交換会を開催してい
くとのことであった。

　要望活動は、市の振興・発展に重要かつ不可欠な事業
の実現に向けて、省庁及び国会議員に対し、議会側か
らも後押しする必要があるとして実施しているものであ
る。 そのため、要望者は議長、副議長のほか、要望事項
を所管する常任委員会等の委員長であり、議会事務局職
員が随行している。 
　また要望項目は、市当局が毎年作成している県に対す
る要望書の中から、国に関する項目を取り上げているた
め、市長をはじめ当局の所管部署も要望者として同席し
ている。 
　要望書の要望事項のベースになっているのは、企画部
で作成している重要事業要望書であり、この要望書は４
月初旬に内容が確定する
ため、この時期から要望
書作りが始まりこの要望
書における最重点項目を
議会の要望項目として選
定している。

　令和７年１月20日から１月21日まで山形県鶴岡市において行政視察（研修）を実施した。

行政視察（研修）報告

　市民との意見交換会について 重要事業要望活動について

議 会 運 営 委 員 会


